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見に来て！　町の文化財見に来て！　町の文化財

　

上
野
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
盆
踊
り

が
、
今
年
３
月
、
県
教
育
委
員
会
が

指
定
す
る
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。
伝
統
的
な
盆
踊
り
の

形
態
を
よ
く
残
し
、
活
気
あ
ふ
れ
る

盆
踊
り
ら
し
さ
も
継
承
さ
れ
て
い
る

点
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
、
町
内
で

は
６
件
目（
県
指
定
３
件
／
町
指
定

３
件
）の
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
り

ま
す
。

　

上
野
の
盆
踊
り
は
、
江
戸
時
代
初

期
に
開
削
さ
れ
た
門
間
用
水
の
完
成

を
祝
っ
て
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
毎
年
８
月
15
日
、
栄
泉
寺
境

内
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。（
上

野
懸
賞
盆
踊
り
大
会
）

上
野
の
盆
踊
り
が
県
の
文
化
財
に

伝
統
あ
る
民
俗
芸
能
を
後
世
に

　

踊
り
は
、「
ど
ど
ら
」か
ら
始
ま
っ

て
踊
り
の
輪
を
つ
く
り
、「
は
ね
そ

踊
り
」を
中
心
に
11
曲
を
休
み
な
し

に
踊
り
続
け
、
最
後
は「
千
本
づ
き
」

で
締
め
る
と
い
う
一
連
の
流
れ
が
守

ら
れ
て
い
ま
す
。
音
頭
は
、
太
鼓
な

ど
の
楽
器
伴
奏
が
入
ら
ず
、
音
頭
取

り
の
唄
と
踊
り
手
の
合
い
の
手
だ
け

で
構
成
さ
れ
る
素
朴
な
も
の
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
曲
で
テ
ン
ポ
や
踊
り
方

に
変
化
が
あ
っ
て
飽
き
な
い
よ
う
な

構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
徴
の
一
つ
に
踊
り
手
の

仮
装
が
あ
り
ま
す
。
紋
付
き
袴
姿
や

す
げ
笠
に
た
す
き
を
掛
け
た
早
乙
女

姿
な
ど
昔
な
が
ら
の
衣
装
の
ほ
か
、

女
装
や
覆
面
な
ど
流
行
や
世
情
に
合

わ
せ
て
変
化
す
る
一
面
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
青
竹
を
持
っ
て
踊
り
の
輪

を
整
え
る「
ミ
ノ
ム
シ
」と
呼
ば
れ
る

場
内
整
理
役
が
あ
り
、
他
に
は
な
い

独
特
の
仮
装
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

盆
踊
り
大
会
の
運
営
は
、
壮
年
会

を
中
心
に
構
成
さ
れ
る「
盆
若
衆
」に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
が
、
踊
り
方
の

指
導
な
ど
保
存
継
承
に
尽
力
し
て

い
る
の
が
上
野
盆
踊
り
保
存
会（
会

長
：
澤
本
武
範
さ
ん
）で
す
。
現
在

は
30
代
〜
70
代
を
中
心
と
す
る
会
員

30
名
で
活
動
し
て
お
り
、
上
野
以
外

で
も
南
条
児
童
館
で
盆
踊
り
の
練
習

を
行
う
な
ど
、
子
ど
も
へ
の
伝
承
活

動
に
力
を
注
ぐ
ほ
か
、
自
ら
も
文
化

祭
な
ど
町
内

の
各
種
イ
ベ

ン
ト
に
参
加

し
盆
踊
り
の

普
及
活
動
を

行
っ
て
い
ま

す
。

伊
藤
氏
庭
園

特
別
公
開

名
勝
庭
園
を
お
披
露
目

　

７
月
９
日
、
10
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
伊
藤
氏
庭

園
の
特
別
公
開
が
あ
り
ま
し
た
。

　

庭
園
は
、
江
戸
中
期（
約
３
０
０
年
前
）、

伊
藤
助
左
エ
門
に
よ
り
作
庭
さ
れ
た
築
山

池
泉
鑑
賞
式
庭
園
で
、
昭
和
７
年
に
国
の

名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
当
主
の
長
女
片
山
禎
子
さ

ん
か
ら
庭
の
鑑
賞
方
法
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り「
家
の
中
の
仕
事
は
、
使
用
人
に
任

せ
、
家
人
は
、
庭
の
維
持
管
理
に
専
念
し

て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
」と
の
昔
の
話
も

併
せ
て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
特
別
公
開
は
、
10
月
８
日（
土
）、
９

日（
日
）に
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
初
夏
と
は

一
味
違
っ
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ
そ
う
で
す
。

新
た
に

３
件
が
登
録

今
庄
宿
の
歴
史
的
建
造
物

　

文
部
科
学
省
に
設
置
さ
れ
る
文
化
審
議

会
は
、
３
月
18
日
に
開
催
さ
れ
た
同
審
議

会
の
文
化
財
分
科
会
に
お
い
て
登
録
有
形

文
化
財（
建
造
物
）の
新
た
な
登
録
物
件
に

つ
い
て
審
議
し
、「
旧
旅
籠
若
狭
屋
」「
明

治
殿
」「
旧
昭
和
会
館
」を
登
録
す
る
よ
う

文
部
科
学
大
臣
に
答
申
を
行
っ
た
こ
と
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
間
も
な
く
正
式
登
録

さ
れ
る
見
込
み
で
、
町
内
に
お
け
る
登
録

文
化
財
件
数
は
14
件
と
な
り
ま
す
。

国指定
文化財

国登録
文化財

県指定
文化財

▲南越前町瀬戸 29-2　伊藤氏庭園

▲南越前町上野 33-5　栄泉寺境内にて

▲上野盆踊り保存会の皆さん

❶
今
庄
宿
の
旅
籠「
旧
旅
籠 

若
狭
屋
」

　

北
陸
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た

今
庄
宿
に
は
、
江
戸
時
代
後
期（
天
保

年
間
）の
記
録
に
よ
る
と
55
軒
の
旅
籠

（
は
た
ご
）が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
お
り
、

若
狭
屋
は
当
時
の
繁
栄
を
伝
え
る
数

少
な
い
建
物
で
、
江
戸
末
期
の
建
築

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
間
口
10
ｍ
、
奥

行
９
・
５
ｍ
、
木
造
２
階
建
で
、
屋

根
は
平
入
り
切
妻
造
鉄
板
葺
き
で
す
。

正
面
中
央
に
玄
関
を
設
け
そ
の
両
脇

に
平
格
子
を
は
め
込
み
、
２
階
は
全

面
に
太
い
格
子
を
構
え
、
両
脇
に
は

町
屋
特
有
の
袖
壁
を
設
け
て
い
ま
す
。

旅
籠
特
有
の
つ
く
り
と
し
て
、
１
階

と
２
階
に
そ
れ
ぞ
れ
４
室
の
座
敷
と

客
室
が
あ
り
、
一
般
の
町
屋
に
比
べ

２
階
部
分
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

❷
明
治
天
皇
の
行
在
所「
明
治
殿
」

　

江
戸
時
代
に
福
井
藩
の
大
庄
屋
で

本
陣
で
も
あ
っ
た
後
藤
家
の
屋
敷
跡

地（
現
在
の
公
徳
園
）に
位
置
し
、
明

治
天
皇
の
北
陸
御
巡
幸
の
際
、
後

藤
家
の
座
敷
が
行
在
所（
あ
ん
ざ
い

し
ょ
：
仮
の
御
所
）と
な
っ
た
こ
と

を
記
念
し
、
昭
和
7
年
に
再
現
さ
れ

た
こ
と
か
ら
明
治
殿
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
木
造
平
屋
建
、
屋
根
は
入
母

屋
造
銅
板
葺
き
で
、
前
方
に
唐
破
風

の
向
拝
を
設
け
社
殿
を
思
わ
せ
る
建

築
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
部
は
中
央

に
10
畳
の
座
敷
が
あ
り
、
ま
わ
り
を

板
間
が
コ
の
字
型
に
囲
っ
て
い
ま
す
。

座
敷
は
板
間
よ
り
も
床
が
一
段
高
く

な
っ
た
い
わ
ゆ
る
上
段
の
間
で
、
床

の
間
、
違
い
棚
、
書
院
が
備
わ
っ
て

い
ま
す
。

❸
昭
和
初
期
の
洋
風
建
築「
旧
昭
和
会
館
」

　

現
在
は
今
庄
地
区
公
民
館
今
庄
分

館
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

建
築
は
昭
和
６
年
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。
財
団
法
人
啓
潤
会
の
創
設
者
・

田
中
和
吉
氏
の
寄
付
に
よ
る
も
の
で
、

当
時
は
日
曜
学
校
や
社
会
教
育
の
研

修
施
設
と
し
て
、
昭
和
30
年
〜
49
年

ま
で
は
旧
今
庄
町
役
場
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
３
階
建
で
、
外
観
は
改
装
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
正
面
ポ
ー
チ
を
支
え
る

ね
じ
り
柱
の
装
飾
や
３
階
ホ
ー
ル
内

の
造
形
な
ど
に
当
初
の
装
飾
的
要
素

や
造
形
感
覚
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま

す
。
国
鉄
の
町
・
今
庄
の
シ
ン
ボ
ル

で
も
あ
り
、
啓
潤
会
の
精
神
を
今
に

伝
え
る
貴
重
な
遺
産
で
す
。

▲ミノムシ

▲踊りの曲目


